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警察費 警察活動費

説明事業

地域防犯活動推進費

戦略項目

担当名:担当名:予算係

警察法

010401　防犯対策の推進と捜査活動の強化

予算額

決定額 12,17712,177

前年額 12,19312,193

1,6651,665

1,3781,378

10,51210,512

10,81510,815

△16△16

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

国庫支出金
一般財源

番号

地域安全活動推進経費（防犯カメラ関係経費）

１　事業概要

　スーパー防犯灯や防犯カメラ等を適正に運用すること

により、犯罪が起きにくい社会づくりを推進し、県民の

安全と安心を確保する。

（1）スーパー防犯灯維持経費（川口）　　 2,410千円

（2）子ども見守りカメラ維持経費（戸田） 3,333千円

（3）大宮駅東口防犯カメラ整備事業　　　 6,434千円

２　事業主体及び負担区分

（国5/10・県5/10）、（県10/10）

３　地方財政措置の状況

普通交付税（単位費用）

（区分）警察費　（細目）警察活動費

（細節）一般活動費

（積算内容）治安維持特別対策経費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

５　事業説明
（1）事業内容
 　ア　スーパー防犯灯維持経費（川口）：西川口スーパー防犯灯12基の修繕料、通信回線料等　　　　　2,410千円
　 イ　子ども見守りカメラ維持経費（戸田）：戸田子ども見守りカメラ23基の修繕料、点検・清掃料等　3,333千円
　 ウ　大宮駅東口防犯カメラ整備事業：防犯カメラ40基のカメラリース料、通信回線料等        　　　6,434千円

（2）事業計画
 　ア　西川口駅周辺スーパー防犯灯12基の適正な運用（平成16年１月運用開始）
　 イ　戸田子ども見守りカメラ23基の適正な運用（平成22年３月運用開始）
　 ウ　大宮駅周辺の防犯カメラ40基の適正な運用（平成26年２月運用開始）

（3）事業効果
 　　犯罪が起きにくい社会環境基盤を構築し、安全で安心なまちづくりの推進を図る。

(単位：千円)

分野施策


